
　1963年（昭和38年）に創業。地元ならでは対応の早さで、LPガスだけでなく灯油・重
油、飲料水の配送など、お客さまに寄り添ったサービスを届けている箱根瓦斯石油。ま
た、事務所が消防本署横という立地のため、災害情報が瞬時に把握でき、現場にいち
早く駆け付けるという素早い対応が可能だ。箱根という観光地ならではの特性もあり、
地元企業だからこその知識と経験で地域を支えている。

箱根瓦斯石油株式会社

　LPWAを導入するきっかけとして、別荘や業務用施設の多いこの地域では、温泉の
街だからこその事情があった。毎日温泉が必ずしも出ているわけではなく、湯が止まっ
た際や温度によってガスの使用量にばらつきが出てしまう。その際には、一気に多量の
ガスが使われることになりガス切れを起こすことも。あくまで自然現象であるため、
LPWAのようなシステムがないと把握が難しい。「最近では、どの現場の打ち合わせで
も、設計士から『通信システムをどう考えているか』と聞かれるようになった」とマネー
ジャーの鈴木茂雄さんは話す。ガスに関しても通信機器というのは必須条件に入って
きており、経験がなければ答えられなかったが、今回の導入によって供給開始と共に
設置できることを伝えられるようになったという。
　通信機器メーカーは、卸元のレモンガスからの勧めで悩まずに決定した。何か問題
が起きた時にも、メーカー直ではなくレモンガスが窓口になるため管理がしやすいと
判断した。すでにLPWAを採用し
ているレモンガスに設置を依頼
したことにより、取り付けが上手
くできないこともなかった。しか
し、ひとりで現場に行ってみると
駐車できない場所も多く、一旦
戻って２人で再度向かうというこ
ともあり、箱根エリアの設置環境
は特殊だったとレモンガスの平
井健太主任は振り返る。

LPWA通信を導入しようと思ったきっかけ

（神奈川県足柄下郡）
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　事前周知文書は設置をする前に配布したが、件数が多くなると案内を配布してから
取り付けまでに時間がかかるため、当日には忘れてしまっていることもある。取り付け
日をある程度決めたのち、１ヶ月前に案内を出せば２度案内するという手間も省けるた
め、計画的に配布することをお勧めしたいとのこと。
　配送面では、毎日の検針で増減が分かるので急なガス切れにより届けるということ
が減った。また、レモンガスに「ガード365」という監視業務システムがあり、遮断があっ
たときはLPWA端末からの通報で、自動的に一時対応ができる。同時に箱根瓦斯石油
でも、緊急時の電話対応や業務的負担が削減できており、保安面でのメリットも大き
いと話す。

　LPWAの機器を取り付けるだけで、検針、遮断履歴、保安情報などガスメーター側か
ら得られる情報は多く、ひとつのビッグデータとして集められる。将来的には、データを
分析した結果をもとに、内容に応じて燃焼器具の交換を促す広告や点検のご案内な
ど、検針だけに限らずお客さまに情報が送れるようになれば、自動検針で不足がちに
なるコミュニケーションも補えるようになるのではないかと考える。まずはLPWAを導
入して、最初はハガキの検針票、そしてWEBによる検針通知、更に広告などの営業も行
えれば、業務量削減だけでなく売上アップにもつながると、LPWA導入による効果に期
待を寄せている。

監視業務システムとの連携により、業務的負担も削減

LPWA導入で得られるデータがビッグデータに

地域との繋がりが伝わるお礼の色紙 事前に配布したご案内



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


